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栽培概要 

作物 ナス 品種 千両×ﾄﾙﾊﾞﾑ・ﾋﾞｶﾞｰ 
栽培
方式 

養液隔離栽培 
（ｺｺﾌｨｰﾙﾄﾞ ﾕｰﾛ＋ 100㎝×15㎝） 

栽培
本数 

2株/袋（2本仕立て） 
1760本/10a 

栽培
期間 

2015年9月30日（定植） 
～2016年4月8日 

潅水 
定植～分枝前：タイマー潅水 
分枝後～：日射比例灌水 

今回C棟では、ヤシガラ培地（ｺｺﾌｨｰﾙﾄﾞ）を使用したナスの養液隔離栽培を行いました。今作は、①ナス
における安定栽培・高収量を見込んだ、養液隔離栽培システムを確立 ②IPM防除の積極利用による、化
学農薬の使用量を抑え、且つ病害虫の発生を低密度に抑えていく防除技術の追求という2つを大きな目的
として栽培を行っていきました。 

農薬防除区 
化学農薬を中心に、定
期的に散布して防除を
行う 

系統２ 

系統１ 

IPM防除区 
天敵製剤、微生物剤を
積極導入し防除を行う 

試験圃場イメージ 今回は、圃場内を北南で分けて、防除方法の比較を
行いました。 
・系統１では、ナスで使用されている天敵製剤（ｽﾜ
ﾙｽｷｰなど）、ﾊﾞﾁﾙｽ・ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽ菌（ｱｸﾞﾛｹｱ水和剤）や
ﾎﾞｰﾍﾞﾘｱ・ﾊﾞｼｱｰﾅ菌（ﾎﾞﾀﾆｶﾞｰﾄﾞ）などの微生物殺虫
剤・殺菌剤、天然物由来の気門封鎖剤（ｻﾝｸﾘｽﾀﾙな
ど）を積極的に使用した農薬カウントを抑えたIPM
防除 
・系統2では、化学農薬の定期散布による病害虫防
除 
7日～10日ごとに病害虫の発生と天敵の定着状況を
調査し、病害虫および天敵昆虫の増減を調査 
※化学農薬散布時にはドリフトしないように、各区
の間にカーテンを設置して薬散 

֛ ὕ  

 従来ナス促成栽培は、7月まで栽培する方が多いですが、今回は、栽培を4月8日で終了となっ
たため、通常よりも早く栽培終了となってしまいました。定植は通常の作型よりも遅い9月30日
定植で、収穫開始が11月16日で4月8日まで収穫を行いました。 
 収量としては、7,448kg/10aという結果となりました。収穫開始が遅かった分、気温の低い
冬場は収量が伸びませんでしたが、気温が高くなってきた3月に単月約2700kg/10aと厳寒期
の倍以上の収穫量となりました。（図1） 
 4月も8日までで約1100kg/10aの収穫がありましたので、温度が高くなってくる今からの時
期は管理をしっかりと行なえば毎月約2000～2500kg/10aの収量が見込めるのではないかと考
えられます。当初の予定の7月末まで栽培を行ったとして、収量は約15000kg/10a前後ではと
推測されます。しかし、これからの季節は、収量増加での収穫作業、草勢が強くなるのでこまめ
な株管理、品質低下を招く高温・高日射などへの環境管理に加え、害虫の発生も多くなるなど、
一番の繁忙期となるのが予想されるので課題として、収量増加・作終盤まで安定した栽培管理の
追求を行う必要があると考えられます。 
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図１．Ｃ棟における、ナス収量実績（収穫期間：2015年11月16日-2016年4月8日） 

IPM ὡ ẏ  

 今回IPM防除区では、天敵による防除として10月6日に「スワルスキー：250ml/37.5坪」、1
月22日に「リモニカ：500ml/37.5坪」を放飼し防除価を判定するため害虫・天敵を調査ました。
しかし、11月中旬に農薬区で別の試験を行った際、スポット的にアザミウマを増殖させてしまい、
薬散を行っても密度が下がらず、同じハウス内で区を分けていたIPM区にもアザミウマが拡大し、
天敵を導入しても長期間抑えることができず、防除の効果として放飼後約1ヶ月～1ヶ月半程でレ
スキュー防除が必要なるほどアザミウマの密度が増加してしまう結果となりました。 
 低温で天敵の活動が鈍くなり農薬防除中心となる少し前にアザミウマを多量発生させてしまい、
防除しきれずに越冬－増殖させてしまったのが、大きな原因かと考えられます。IPM防除では、
定期的な病害虫の発生調査を行いその発生推移から早期対応を行うことが重要となるので、調
査・防除の判断基準をもう少し検討する必要があると感じました。 
 今後の課題としては、圃場ごとにIPM区・農薬散布防除区を設けて、長期防除が可能なIPM防
除案の検討はもちろん、防除価の比較及び、作業性や費用対効果などのコスト面を比較調査して
いくことで、IPM防除の提案や技術普及のための情報として調査する必要があると考えられます。 
※次号で今作における農薬成分カウント・コスト面について掲載しようと思います。 
図2．C棟ナス栽培における、病害虫および天敵（ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ）発生調査 


